
 

 
 

 

 

 

GIGAスクール構想とデジタルアーカイブ（５） 
～通信ネットワークを用いた協働学習と資料の活用～ 

新田 直（元大藪小学校）、熊﨑 康文、加治工 尚子、齋藤 陽子、 
松井 徹（岐阜女子大学）、又吉 斎、新垣 さき（沖縄女子短期大学） 

 

 GIGA スクール構想では、情報端末を用いて多様なソース（資料）を利用し、対話・協働

し学ぶ体験から、自己の知識・技能の更新を意識させることが求められている。このような

学校間で対話・協働する学びが、すでに 1998 年には、松下視聴覚教育財団の支援で次の 4

枚で実践されている。（コーディネータは、後藤忠彦、生田孝至、総合（４校の）協働学習

の司会は新田直が行った。） 

 協働の学びに参加した学校は、北海道（札幌市）白楊小学校、新潟県（佐渡）八幡小学校、

岐阜県（輪之内町）大藪小学校、宮崎県（西米良村）村所小学校の４校が ISDN 回線による

テレビ会議システム、インターネット、FAX や印刷物、CD-ROM 等を使い協働学習を実施

した。 

（遠隔共同学習（テレミーティング）「各地のくらしと私たちの国土」（1999 年３月）岐阜

大学教育学部附属カリキュラム開発研究センター、342 ページ より） 

 

１．各２校で打合せ、共同授業等の実施（1998年９月） 

その方法は、各校がそれぞれのカリキュラムを構成し、互

いに提供・打合せをし、２校間で共同学習を進めた。その中で

各地の生活について互いに質問し、質問に対し各小学校の担

当児童が調べて報告をした。 

 この質問は、ときには「○○さん」と指名することもあっ

た。（各校には顔写真と自分の紹介した１枚の用紙が送られて

いて教室に掲示してあった。インターネットでは、互いにプ

ライバシーが外に出ないように工夫されていた。） 

 例えば、日常の授業等では発言が少ない児童 A 君に他校

から「A 君、テトラポッドについ教えて下さい。」と質問され、

おじいさんと一緒に海に行き、実物の前に自分が立ち、おじ

いさんが撮影した写真や説明したプリントを FAX で送って

いた。そこには、大きさや役割、色々な形、持ち上げる方法な
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資料のデジタル化・保管・流通・活用等の実践紹介 

大藪小 村所小 

白楊小 八幡小 

(必要に応じ各２校間で共同

学習や資料の流通) 



どが書かれていた。担任の先生がこの子がこのような回答を作って送ったと感動されてい

た。 

児童は、多くの質問に写真、絵、文字で説明し、いかに相手に伝えるか工夫が見られた。 

これは、情報端末を用いて安易に映像を送りそれで終わりではなく、いかに相手に伝える

か工夫するよう指導がすべきである。 

 

学習活動・共同学習前の情報交流 

  

教師の打合せと地域での学校・地域社会の連携 

  

 このような情報の交流が行われたテレビ会議システムによる各２校間で共同授業が進め

られた。 

 

２．４校の共同授業（1998年 12月） 

 ４校のまとめの授業は、松下視聴覚教育財団と各校を結

びテレビ会議システムを使い共同授業がされた（新田司

会）。また、テレミーティング・シンポジウムも授業後に開

催された。（松下電器グループの全国 22 ヶ所と他の教育機

関を衛星通信で中継し、1300 名が参加した。） 

 最も注目されたのは、各学校の地域の出身者が地域の人達からの連絡（情報提供）で本会

場を始め各会場で授業を見られたことである。 

  

今後の課題 

このことは、GIGA スクール構想の教育実践、カリキュラムマネージメント、さらにデジ

タルアーカイブの教育利用の発展にぜひ役立てたいものである。また、沖縄では、すでに多

くの地域文化資料が保管されている。これを少しでも児童の実物調査に用いて、タブレット

を使いそれに絵や文章を記入し、情報を伝える表現力の育成がＧＩＧＡスクール構想で問

われる。 
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